
令和６年度～令和１０年度観測研究計画

課題番号：NAB_02

（1）実施機関名：

奈良文化財研究所

（2）研究課題（または観測項目）名：

（和文）地震関連史料に基づく前近代の内陸地震の調査
（英文）Investigation of pre-modern inland earthquakes based on earthquake-related historical
documents

（3）関連の深い建議の項目：

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(1) 地震発生の新たな長期予測（重点研究）

イ. 内陸地震の長期予測

（4）その他関連する建議の項目：

1 地震・火山現象の解明のための研究
(2) 低頻度かつ大規模な地震・火山噴火現象の解明

地震
2 地震・火山噴火の予測のための研究

(1) 地震発生の新たな長期予測（重点研究）
ア. プレート境界巨大地震の長期予測

5 分野横断で取り組む地震・火山噴火に関する総合的研究
(1) 南海トラフ沿いの巨大地震
(4) 内陸で発生する被害地震

（5）令和５年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：

新規研究

（6）本課題の５か年の到達目標：

本研究課題の目標は、信頼性の高い史料に記されている地震被害や有感地震の記述を用いて、前近代
に発生した内陸地震の震度分布図を作成し、現行の活断層の調査・研究成果や地震活動の観測データ
などを組み合わせて、特定地域における過去の地震活動の実態を解明していき、内陸地震における新
たな長期予測手法の開発に寄与することである。
　本研究課題では、前近代における歴史地震研究の基礎である信頼性の高い史料が数多く現存してお
り、史料に記録されている被害地震の事例が多い京都や奈良を中心とする近畿地方の内陸地震を主な
対象とする。本研究において基本となるのは、歴史地震研究に有用な信頼性の高い史料の調査・収集・
分析であり、それに基づいた史料データ、位置データ、震度データといったデータセットと震度分布
図の作成である。
　本研究の最初の2年間については、前近代の京都・奈良に大規模な被害を及ぼした複数の歴史地震を
対象として、史料の調査・収集及び、信頼性の高い史料に基づいたデータセットと震度分布図を作成
していく。これに活断層の調査・研究成果や現行の地震活動の観測データなどを組み合わせて、地震
の規模や震央（震源）の位置を再検討する。次の2年間については、前近代の京都・奈良を中心として
その周辺にも大規模な被害を及ぼした複数の歴史地震を対象にして、上記のような研究を実施してい
く。最後の1年間については、前近代の京都・奈良とその周辺地域に小規模な被害を及ぼした複数の歴
史地震を対象にして、これまでの歴史地震研究ではあまり検討されてこなかった中・小規模の地震に



ついても、上記のような研究を実施していく。
　これら複数の歴史地震に関する再検討の成果を用いて、前近代の近畿地方とその周辺地域における
内陸地震の発生実態を解明し、当該地域における地震の長期予測の研究に資することを目指す。

（7）本課題の５か年計画の概要：

令和6年度ならびに令和7年度においては、前近代の京都・奈良に大規模な被害を及ぼした歴史地震に
ついて、史料の調査・収集を行い、信頼性の高い史料に基づき、複数の要素を用いた震度推定によっ
て震度分布図を作成する。この震度分布図に活断層の調査・研究成果や現行の地震活動の観測データ
などを組み合わせて、地震の規模や震央（震源）の位置を再検討する。
令和8年度ならびに令和9年度においては、前近代の京都・奈良を中心とした近畿地方における歴史地
震について、史料の調査・収集を行い、信頼性の高い史料に基づいて、複数の要素を用いた震度の推
定方法で震度分布図を作成する。対象範囲を京都・奈良の周辺地域にまで拡大し、活断層の調査・研
究成果や現行の地震活動の観測データなどを組み合わせて、地震の規模や震央（震源）の位置の再検
討を行う。
令和10年度においては、前近代の京都・奈良とその周辺地域に小規模な被害を及ぼした歴史地震につ
いて、史料の調査・収集を行い、信頼性の高い史料に基づいて、複数の要素を用いた震度の推定方法
で震度分布図を作成する。研究事例の僅少な中・小規模の歴史地震についても、現行の地震活動の観
測データなどを組み合わせて地震の規模や震央（震源）の位置の再検討を実施する。本研究課題で実
施した歴史地震の再検討の成果を用いて、前近代における近畿地方とその周辺地域における内陸地震
の発生実態を検討し、近畿地方とその周辺における地震の長期予測に資する。

（8）実施機関の参加者氏名または部署等名：

金田明大（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所）,村田泰輔（独立行政法人国立文化財機構
奈良文化財研究所）,西山昭仁（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所）
他機関との共同研究の有無：有
西村卓也（国立大学法人京都大学防災研究所地震災害研究センター）

（9）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署名等：独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所
電話：0742306848
e-mail：murata-t5j@nich.go.jp
URL：https://www.nabunken.go.jp/info/contact.html

（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

氏名：金田明大
所属：独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所


